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（１）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）12月 5日 第 332号 

                           

 

令
和
４
年
度
上
半
期 

事
業
実
績
状
況
報
告 

 
 

当
セ
ン
タ
ー
の
令
和
４
年
度
上
半
期
（
４
月
～
９

月
）
事
業
実
績
に
つ
い
て
、
下
表
の
と
お
り
報
告
い

た
し
ま
す
。 

 

会
員
数
は
、
前
年
度
同
期
に
比
べ
32
人
増
の
1,048

人
と
な
り
ま
し
た
。 

会
員
数
増
加
の
要
因
と
し
て
、
令
和
４
年
１
月
か

ら
、
新
入
会
員
説
明
会
を
毎
週
の
開
催
と
し
た
こ
と

で
、
昨
年
度
よ
り
入
会
の
機
会
が
増
え
た
た
め
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
度
に
も
反
響
が
あ
っ
た
新
聞
へ
の
折

込
チ
ラ
シ
及
び
各
町
内
へ
の
チ
ラ
シ
回
覧
を
今
年
度

も
実
施
し
た
こ
と
で
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
入
会
の
興
味

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

次
に
受
託
件
数
に
つ
い
て
は
、
23
件
減
の
4,966
件

と
な
り
、
契
約
金
額
は
、
0.17
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
２
億

１
千
万
円
余
、
配
分
金
は
0.86
パ
ー
セ
ン
ト
減
の
１
億

７
千
７
百
万
円
余
と
な
っ
て
い
ま
す
。
受
託
件
数
・

契
約
金
額
及
び
配
分
金
の
全
て
で
、
微
減
と
な
り
ま

し
た
。 

主
な
原
因
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
初

夏
か
ら
の
猛
暑
、
秋
口
の
台
風
等
に
よ
る
雨
の
影
響

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 令和４年度 令和３年度 増 減 増減率 

 

受託件数 

公共事業 396件 388件 8件 2.06％ 

民間事業 4,570件 4,601件 △31件 △0.67％ 

計 4,966件 4,989件 △23件 △0.46％ 

会 員 数 1,048人 1,016人 32人 3.15％ 

就業人数 917人 908人 9人 0.99％ 

 

契約金額 

公共事業 79,044千円 81,456千円 △2,412千円 △2.96％ 

民間事業 131,427千円 129,371千円 2,056千円 1.59％ 

計 210,471千円 210,827千円 △356千円 △0.17％ 

配 分 金 177,582千円 179,125千円 △1,543千円 △0.86％ 

題字 一宮市長 中野正康 氏 

発行（公社）一宮市シルバー人材センター 

  〠491-0036 一宮市桜 1-12-1（思いやり会館内） 

編集 広報委員会会報班 TEL(0586)71-0105 FAX(0586)73-4367 

会員数       1,071人  

男  性         713  

女  性         358人 

    (11月 20日現在)                               

も く じ 
(1)上半期事業実績報告 
(2)安全就業パトロール他 
(3)あいち自転車交通安全
フェス、第 4回理事会他 

(4)文芸、その他情報 

                               

令和４年度上半期事業実績  （令和４年４月～令和４年９月） 



 

（2）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）12月 5日 第 332号 

 就業報告書（12 月分）の提出は 1 月５日 ㈭ までにお願いします。 

 

安
全
適
正
就
業 

 
 
 
 
 
 
 

パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
報
告 

 
 

11
月
17
日
㈭
に
安
全
就
業
員
及
び
セ
ン
タ
ー
職

員
に
よ
る
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
個
人

宅
剪
定
作
業
と
浅
野
公
園
管
理
作
業
の
現
場
を
巡
回

し
ま
し
た
。 

  

指
摘
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

◇
作
業
中
に
使
用
し
な
い
脚
立
に
つ
い
て
、
フ
ェ
ン

ス
や
家
の
壁
に
立
て
掛
け
な
い
で
、
通
行
の
邪
魔

に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
横
に
寝
さ
せ
た
状

態
に
す
る
こ
と
。
（
脚
立
の
転
倒
に
よ
る
ケ
ガ
や

物
損
を
防
ぐ
た
め
）。 

◇
作
業
中
の
服
装
に
つ
い
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
の
保

護
具
を
確
実
に
装
着
し
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
。 

 

ま
た
、
安
全
就
業
ワ
ッ
ペ
ン
を
よ
く
見
え
る
場
所

に
付
け
る
こ
と
。 

◇
作
業
前
、
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合
は
、
無
理
を

せ
ず
に
作
業
を
し
な
い
こ
と
。 

◇
就
業
現
場
で
、
異
変
や
事
故
の
危
険
が
あ
る
場
所

を
確
認
し
た
ら
、
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
す
る
こ
と
。 

◇
交
通
事
故
防
止
の
チ
ラ
シ
を
読
む
よ
う
に
伝
え
、

就
業
途
上
も
安
全
に
留
意
す
る
こ
と
。 

◇
リ
ー
フ
レ
ッ
ト「
剪
定
作
業
に
お
け
る
安
全
就
業
」

を
配
付
し
、
正
し
い
道
具
の
使
い
方
や
作
業
中
の

注
意
事
項
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上 

                 
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
施 

 
 
 

木
曽
川
支
部
及
び
駐
輪
場
整
理
班 

  

木
曽
川
支
部
で
は
、
９
月
の
室
内
作
業
班
・
10
月

の
駐
輪
場
整
理
班
に
続
き
、
11
月
に
は
地
域
班
が
、

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

10
月
26
日
㈬
、
駐
輪
場
整
理
班
会
員
22
名
が
大

江
川
周
辺
に
て
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

10
時
10
分
か
ら
約
90
分
間
、
皆
さ
ん
が
精
を
出
し
、

周
辺
は
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

11
月
11
日
㈮
に
は
、
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
し
て
、
２
班
に
分
か
れ
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
木
曽
川
の
周
囲
と
西
尾
張
中
央
道
の
歩
道
の
ご
み

収
集
を
実
施
し
ま
し
た
。
好
天
の
下
で
空
き
缶
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
た
く
さ
ん
の
ご
み
を
拾
い
集
め
、

活
動
の
後
半
に
は
汗
ば
む
ほ
ど
で
し
た
。 

活
動
に
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。 

剪定パトロールの様子 

ボランティア活動の様子 



 

（3）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）12月 5日 第 332号 

 
 
 

令
和
４
年
度
安
全
標
語 

 

最
優
秀
作
品 

 
 

（
朝 

日
） 

 

山 

田 
 

辰 

雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
あ
い
い
か 

思
う
気
持
ち
が 

事
故
の
も
と 

ウェブサイトを開設しています。「一宮市シルバー」で検索してご覧ください。 
 

 

あ
い
ち
自
転
車
交
通
安
全 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加 

 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進
モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し

て
10
月
23
日
㈰
リ
ー
フ
ウ
ォ
ー
ク
稲
沢
に
て
開
催

さ
れ
た
、
あ
い
ち
自
転
車
交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
参
加
し
ま
し
た
。 

当
日
は
尾
張
地
区
を
代
表
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー 

会
員
の
村
田
敏
子
さ
ん
が 

登
壇
し
、
Ｍ
Ｃ
の
イ
ン
タ 

ビ
ュ
ー
に
答
え
、
ヘ
ル
メ 

ッ
ト
の
重
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し 

ま
し
た
。
ま
た
、
村
田
さ 

ん
の
オ
シ
ャ
レ
な
ヘ
ル
メ 

ッ
ト
が
好
評
で
し
た
。 

 
 

             

令
和
４
年
度
第
４
回
理
事
会
開
催 

 

去
る
10
月
28
日
㈮
、
木
曽
川
高
齢
者
生
き
が
い

セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、第
４
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、

次
の
議
題
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 ◎
議 

案 

・
特
定
個
人
情
報
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て 

・
保
存
期
間
の
経
過
し
た
会
計
関
係
書
類
の
処
分
に

つ
い
て 

◎
報
告
事
項 

・
正
会
員
の
入
会
に
つ
い
て 

・
第
２
回
安
全
就
業
委
員
会
に
つ
い
て 

・
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て 

・
専
決
処
分
職
員
就
業
規
則
、
職
員
給
与
規
程
及
び

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改

正
に
つ
い
て 

  

こ
れ
ら
の
議
題
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
議
の
結
果

す
べ
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
理
事
会
終
了
後
に
第
２
回
中
期
計
画
策
定

委
員
会
を
開
催
し
素
案
を
協
議
し
ま
し
た
。 

 

貴
船
作
業
セ
ン
タ
ー
会
員
が 

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施 

  
 

（
貴
船
作
業
セ
ン
タ
ー
） 

伊
藤 
あ
き
よ 

貴
船
高
齢
者
作
業
セ
ン
タ
ー
の
室
内
作
業
班
は
、 

11
月
12
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
会
員
の
交
流
を
兼
ね

て
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
20
名
の
会
員
が

参
加
し
、
南
北
２
班
に
分
か
れ
草
取
り
や
側
溝
清
掃

な
ど
約
１
時
間
か
け
て
環
境
美
化
に
協
力
し
ま
し
た
。 

活
動
に
参
加
さ
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。 

 

インタビューに 

答える村田さん 

ボランティア活動に参加の皆さん 



 

（4）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）12月 5日 第 332号 

 

 
 
 
 
 

会 

員 

の 

文 

芸 
俳 

句 

 
 
 
 
 
 
 

（
朝 

日
）
桑 

原 

伸 

弘 

国
民
も 

知
ら
ぬ
人
無
し 

ウ
ク
ラ
イ
ナ 

秋
う
ら
ら 

長
堤
子
等 

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド 

高
齢
で 

新
橋 

三
途 
ど
ち
ら
先
き 

 

川 

柳 

 
 
 
 
 
 
 

（
木
曽
川
）
桐 
田 

恵 

行 

プ
ー
チ
ン
が 

ヒ
ム
ラ
ー
・
ボ
ナ
パ
に
な
っ
た
と
か 

世
界
中 

判
官
び
い
き 

ゆ
け
ゼ
レ
ン 

  
 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
越 

野 

高 
光 

あ
の
頃
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
一
喜
一
憂 

 

今 

味
わ
う
サ
イ
レ
ン
ト
ナ
イ
ト 

年
の
瀬
も 

街
の
活
気
は 

今
は
無
く 

嗚
呼 

今
年
も
暮
れ
て 

鐘
の
音
を
聞
く 

 

短 

歌 

 
 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
伊 

藤 

勝 

義 

買
い
物
が
日
課
と
な
り
て
主
婦
業
の 

 
 
 
 
 
 

苦
労
を
知
り
し
老
ひ
し
今
頃 

思
い
切
り
枝
葉
を
切
り
し
ハ
ナ
ミ
ズ
キ 

碧
空
見
え
て
ツ
ツ
ジ
輝
く 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

        

  
 

 
 

◎
一
陽
の
嘉
節
（
い
ち
よ
う
の
か
せ
つ
） 

 

冬
至
の
日
を
め
で
る
言
葉
。
冬
至
を
境
に
日
が
再

び
長
く
な
る
こ
と
が
め
で
た
い
と
さ
れ
、
こ
う
い

わ
れ
る
。
こ
の
日
、
無
病
息
災
を
祈
っ
て
柚
子
風

呂
に
入
っ
た
り
、
粥
や
南
瓜
を
食
し
た
り
す
る
。

春
を
待
つ
日
が
始
ま
る
。 

◎
除
雪
車
（
じ
ょ
せ
つ
し
ゃ
） 

 

線
路
の
除
雪
作
業
を
行
う
鉄
道
車
両
。
車
体
の
先

端
に
く
さ
び
形
の
除
雪
板
を
装
備
し
て
雪
を
左

右
に
押
し
分
け
る
ラ
ッ
セ
ル
車
。
回
転
羽
根
で
雪

を
遠
く
に
飛
ば
す
ロ
ー
タ
リ
ー
車
な
ど
が
あ
る
。 

 

雪
の
多
い
地
方
の
交
通
機
関
を
支
え
る
。 

◎
朔
旦
冬
至
（
さ
く
た
ん
と
う
じ
） 

 

朔
旦
は
一
日
の
朝
を
意
味
し
、
十
一
月
の
一
日
に

冬
至
の
日
が
重
な
る
こ
と
を
「
朔
旦
冬
至
」
と
い

う
。
十
九
年
に
一
度
あ
る
と
い
わ
れ
、
こ
れ
よ
り

十
年
は
豊
作
に
な
る
と
い
う
め
で
た
い
歴
日
で

あ
る
。 

 

新
入
会
員
の
紹
介 
（
10
月
27
日
～
11
月
17
日
） 

(

大
志)

江
口
み
ゆ
き(
葉
栗)

小
島 

薫
（
西
成
）
梅
本

宏
子
（
大
和
）
中
村
雅
典
（
今
伊
勢
）
小
杉
京
子
（
奥
）

内
藤
庸
二
（
朝
日
）
森 

末
治
・
水
野
博
之
（
大
徳
）

後
藤 

悟
（
木
曽
川)

大
谷
孝
子
・
丹
下
清
幸
・
小
関

吉
成   

                       
 

12
名 

 

退
会
者
の
紹
介
（
10
月
21
日
～
11
月
20
日
受
付
分
） 

(

葉
栗
）
平
松
壮
一
（
西
成
）
福
永
健
二
郎
（
北
方
）

岩
田
弘
明
（
大
和
）
石
井 

優 
        

４
名 

 

掲 

示 

板 

☆
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◎
配
分
金
の
支
払
日
（
請
負
） 

 
 

『
11
月
就
業
分
』
12
月
20
日
㈫ 

◎
賃
金
の
支
払
日
（
派
遣
） 

 
 

『
11
月
就
業
分
』
12
月
23
日
㈮ 

◎
就
業
相
談
日 

 
 

期
日
：
12
月
22
日
㈭ 

 
 

時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
正
午 

 
 
 
 
 

午
後
１
時
～
３
時
30
分 

 
 

場
所
：
本
部
、
尾
西
・
木
曽
川
各
支
部 

 
 

☆
就
業
途
上
の
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

 

年
末
に
な
り
お
出
か
け
の
機
会
が
増
え
て 

車
を
運
転
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
と
思
い 

ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
別
添
の
運
転
認
知 

障
害
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
活
用
し
安
全
運 

転
を
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
補
助 

に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 ☆
し
め
縄
飾
り
販
売
開
始
し
ま
し
た 

 
 

今
年
も
稲
沢
市
シ
ル
バ
ー
会
員
の
手
作
り 

し
め
縄
を
ふ
れ
あ
い
広
場
に
て
格
安
販
売 

し
て
い
ま
す
。 

 

売
り
切
れ
御
免
！ 

 
 


